
 

  
 

 

   道守補コース 
 11 月 22 日（金）より毎週金曜日５週に亘り、道守補コースを

開講しました。11 名が講義、演習、現場実習を受講して、1 月

17 日（金）に認定試験を受験されました。今までは民間企業が主

な受講者でしたが、各方面からの声により今年度は自治体職員を中

心に開催しました。みなさん熱心に講義や実習に参加され、特に点

検演習や現場実習では積極的に質問して大変意欲的だったのが印

象的でした。今後さらに特定道守、道守とステップアップし、土木

行政の頼もしい存在となることが期待されます。 

 
                                  現場実習（鋼構造）状況 

   道守補助員ｺ―ス 
10 月 19 日（土）に長崎大学文教キャンパスで放送大学学生１４名（うち女性３名）と一般受講

者３名の計１７名（うち１名は、なんと２回目の受講です。）を対象に道守補助員コースを開講しま

した。普段は建設業とは無縁の生活を送る方が多かったのですが、とても熱心に受講され「道路はど

うあるべきか再確認し、これを機に少しでも社会貢献できればいい」などの感想が寄せられました。 

 2 月 15 日（土）には諫早市の県央振興局で開催し、１５名が受講されました。 

 講師は道守認定者にも協力していただきました。 

今年度は９月の第１回と併せて合計 57 名の道守補助員が誕生しています。 

 

 

 

 

 

 

 

     

講義：コンクリート構造物について（放送大学）      講義：道路・斜面・トンネルについて（諫早会場） 

  講師を担当してくださいました道守認定者の皆さま、ご協力ありがとうございました。他にも手を

挙げて頂いた方がいらっしゃいましたが、今回は先着順とさせていただきました。また次の機会にお

願いします！ 

 

   道路防災・トンネル点検、橋梁概略点検 
  ８月、９月に行われた「道路防災・トンネル点検研修会」「橋梁概略点検講習会」に参加した道守

認定者が実際に点検業務に参加されました。H24 年度は試験的に長崎・五島地区のみでの実施でし

たが、今年度は本格的に長崎県内の各地区で実施されています。参加した方の感想として、「県の職
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員や OB と一緒に点検ができて大変勉強になった」等、技術面だけでなく県職員の方や OB の方と

の交流も大きな成果だったようです。 

〈道路防災・トンネル点検〉 

長崎 県央 佐世保 田平 島原 壱岐 五島 

15 名 6 名 2 名 1 名 3 名 2 名 14 名 

〈橋梁概略点検〉 

県央 県北 島原 

4 名 8 名 1 名 

 

   道守ポータルを利用した通報システムの説明会 

道守ポータルを利用した通報システムの説明会を壱岐地 

区（１２月２日（月）開催）、上五島地区（１月２５日 

（土）開催）で行いました。また、今年度より道守補、道 

守補助員の講義でも取り入れています。右のグラフのよう 

に、H25 年度に運用開始してから通報数はグンと増えて 

います。 

システムの利用にはユーザーＩＤとパスワードが必要で 

す。ユーザーＩＤは認定番号、初期のパスワードは誕生日 

です。（例:1979 年 9 月 2 日生まれなら、19790902） 

認定者の皆様、道路等の異常を発見された際は、是非、この通報システムを利用してみて下さい。

ポイントの更新もこのシステムから行うことができます。 

 

 【通報システムの利用方法（パソコンの場合）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   行政ニーズ調査 

文科省「成長分野等における中核的専門人材養成の戦略的推進事業」の一環として、１２月～１月

に６市町の自治体にヒアリングを行いました。 

今回ヒアリングした自治体の共通の悩みは「インフラ維持管理の人材不足と予算不足」に尽きます。

近年団塊世代が多数退職し、社会資本再生に関する技術の継承が不十分で、その技術移転が円滑にな

されていないため技術者が育っていない状況ということです。また、職員の補充も財政難のため十分

でなく、担当者が概ね３～５年周期で異動するので専門家が育ちにくい環境ということでした。職員
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を講習会や研修会に派遣したいが、出張予算は殆ど計上できず、離島では１日の講習でも２泊３日の

出張となり費用が嵩み不在中の仕事をカバーする人員も余裕がないと非常に厳しい状況でした。 

 

開催日 対   象 ヒアリング先役職 

12 月 2 日（月） 壱 岐 市 課長・主幹 

12月10日（火） 西 海 市 課長 

12月11日（水） 長 崎 市 課長 

12月25日（水） 長 与 町 主事 

1 月 22 日（水） 長 崎 県 主任技師 

1 月 22 日（水） 時 津 町 課長 

1 月 24 日（金） 新上五島町 課長・課長補佐 

                                  ニーズ調査の様子 

特別講演会～地方の道をいかに守っていくか～ 

2月14日（金）、長崎大学文教スカイホールで特別講演会～

地方の道をいかに守っていくか～を開催し、149名の方にお越

しいただきました。 

九州工業大学 名誉教授 渡辺明氏、東京都道路整備保全公社 

髙木千太郎氏、橋梁調査会 審議役 大石龍太郎氏にご講演いた

だき、最後には講演者３名に国土交通省九州地方整備局 長崎河

川国道事務所長 門間俊幸氏、長崎県土木部道路維持課長 池田

正樹氏を交えてパネルディスカッションを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

パネルディスカッションの様子 

   清掃点検ボランティア活動 

２月１日（土）、今年度３回目の長崎愛護団体「道 

守養成ユニット」による清掃点検ボランティア活動 

が行われました。 

心配していた天気にも恵まれ、道守認定者 20 名、 

大学関係者 7 名、認定者のご家族 4 名の合計 31 

名が参加していただき、３班に分かれて宝町交差点 

～旭町 NASA、旭町 NASA～飽の浦交差点、馬町 

交差点～休場バス停信号の区間（合計約 4.5km） 

の清掃を行いました。 

今後、長崎以外の地区でも愛護団体設立を計画中 

です。代表者になってもいいという方がいましたら 

ご一報ください。 



～次回開催予定～ 

●日時：3 月 8 日(土) 9：00～11：00 

●集合場所：インフラ長寿命化センター 

●集合時間：8：45 

参加ご希望の方は、事務局までメールか電話、FAX でお申し込み下さい。 

余談ですが、ボランティアはされる側よりもする方が癒されるそうです。（某バラエティー番組よ

り）今まで参加できなかった方も是非この機会にご参加いただければと思います。 

 

   道守のみちのり（11 月～2 月） 
当センターの主な活動内容を紹介します。 

11 月 14 日 ロータリークラブ卓話（日銀長崎支店） 

11 月 22 日 日本橋梁建設協会で講話 

11 月 29 日 KABSE（九州橋梁構造工学研究会）講話

11 月 22 日～12 月 20 日 

       道守補コース開催 

12 月 2 日  道守ポータル説明会開催（壱岐市） 

12 月 2 日  行政ニーズ調査（壱岐市） 

12 月 5 日  九州地区技術職員で講演 

12 月 10 日 行政ニーズ調査（西海市） 

12 月 11 日 行政ニーズ調査（長崎市） 

12 月 25 日 行政ニーズ調査（長与町） 

12 月 25 日 東北インフラマネジメント研究会 

1 月 17 日  道守補コース認定試験 

1 月 18 日  長崎建設新聞掲載 

1 月 22 日  行政ニーズ調査（長崎県、時津町） 

1 月 24 日  道守ポータル説明会開催（新上五島町）

1 月 24 日  行政ニーズ調査（新上五島町） 

1 月 31 日  長崎建設新聞掲載 

1 月     CHOHO vol.46 に掲載 

２月１日  愛護団体「道守養成ユニット長崎地区」

清掃点検活動 

2 月 1 日  西日本新聞掲載 

2 月 5 日  道守養成ユニット運営協議会 

2 月 10 日 道守補コース合格発表 

2 月 10 日 中核的専門人材養成 

第２回カリキュラム検討 WG 

2 月 14 日 特別講演会開催 

～いかに地方の道を守っていくか～ 

2 月 15 日 道守補助員コース開催（諫早地区） 

2 月 18 日 長岡技術科学大学講習会 

（新潟県自治会館） 

2 月 18 日 長崎建設新聞掲載 

2 月 20 日 東北インフラマネジメント研究会 

2 月 26 日 岐阜大学シンポジウム 

 

 

メンバーの紹介  

  「中核的専門人材養成推進事業」の関係で、11～2 月まで 

左写真のように増員体制で運営して参りました。私、林山も 

二児の母となり３年半ぶりに戻ってきました。 

来年度も本年度同様、道守講座やその他の活動を行ってい 

く予定ですので、ご協力よろしくお願いいたします。（林山） 

 

写真左より 稲田、森田、俵、林山、山口、松永、出水（上段） 

若菜、高橋、上阪、松村（下段） 

 

   問合わせ先 
長崎大学大学院工学研究科 インフラ長寿命化センター 道守養成ユニット事務局 

  〒852-8521    長崎市文教町 1 番 14 号 TEL  095-819-2880 FAX 095-819-2879 

 Mail: michimori@ml.nagasaki-u.ac.jp URL: http://michimori.net/(道守新 HP アドレス) 


